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―津市北部運動広場便所改修工事

位置図・配置図・特記事項図面名称

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ３

【工事概要】

特記事項

　・既設和便器を撤去し、洋風便器を新設する。

位置図

栗真中山町

津
市
北
消
防
署

津
市
北
部
市
民
セ
ン
ター

津市北部運動広場

津市立栗真小学校

工事箇所

【施工条件】

　・　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努めること。

　・　作業着手までの施設内調査は、事前に市監督員の承諾を得るものとし、施設運営に影響を与えない範囲とする。

　・　工事期間中、改修範囲は施設運営しているため、安全対策には十分配慮すること。なお、全館断水が伴う作業については、

　　　施設運営に支障をきたさないよう、監督員、施設管理者と打合せをし、工事の日程を決めること。

　・上記に伴う建具の撤去、新設。

　・　工事用水及び電力については既存の施設を無償で利用できるが、便所については利用できないため、受注者にて用意すること。

　・　工事着手前には、現況把握のために、破損箇所等があれば、市監督員立合いのもと写真に記録しておくこと。

　・　大型車両の出入りの際には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全に十分配慮すること。

　　　員に報告書を提出すること。

　・　工事期間中、工事に起因し、既存施設に破損等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに原状復旧するとともに市監督

　・　設計書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められるもの並びに、取合いのはつり補修復旧は本工事に含む。

　　　なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

・　工事用車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

　　　万全の注意を払うこと。

　・　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう
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津市北部運動広場

作業員出入口

A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ

A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ

既設ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ
既設ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

改修建物

工事車両進入経路

大型車両進入時

市　道

駐車場

津市北部市民センター

配置図兼仮設計画図

：工事車両用置場を示す

：改修建物を示す

凡例

【解体撤去処分】

・　当工事により発生する廃材は、産業廃棄物となるため関係法令により適切に処理すること。

　　また、工事着手前に、施工方法を記した施工計画書を市監督員に提出し承諾を得ること。

・　工事完了後、マニフェスト（A、B2、D票）を市監督員に提示すること。

【適用基準等】

　・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）令和4年版」

　・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）令和4年版」

　・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「建築工事標準詳細図　令和4年版」

　・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築設備工事標準図（電気、機械設備工事編）令和4年版」

　・　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに市監督員の承諾を得ること。

【建設副産物情報交換システムの利用】

・　受注者は工事着手前に「再生資源利用計画書」（建設資材の搬入がある場合）及び「再生資源利用促進計画書」（建設副産

　　物の搬出がある場合）を作成し、施工計画書に含めて監督員へ写しを提出するとともに法令等に基づき、再生資源利用計画

　　及び再生資源利用促進計画を工事現場の公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

　　また、工事完了後には「再生資源利用実施書」（建設資材の搬入があった場合）及び「再生資源利用促進実施書」（建設副

　　産物の搬出があった場合）をすみやかに作成し、監督員へ写しを提出すること。

　　なお、各計画書及び実施書の作成等は、JACICが運営する「建設副産物情報交換システム」に登録のうえ、行うこと。

：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H1800

：A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ

：交通誘導員
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改修後
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小便器（既設のまま）

床ﾀｲﾙ（既設のまま）

既設ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ（撤去） ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ（新設）

床ﾀｲﾙ（既設のまま）

小便器（既設のまま）

1
,4

10

1
,2

10

床ﾀｲﾙｶｯﾀｰ切

+110

Ｂ

Ｂ’

Ａ’Ａ

1,200

(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ) (土間ｺﾝｸﾘｰﾄ)

水勾配

水勾配

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ（既設のまま）

▽GL

既設土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

▽GL

Ａ－Ａ’断面詳細図 Ｂ－Ｂ’断面詳細図

平面図（改修前）S=1/50 平面図（改修後）S=1/50

平面図・断面詳細図
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溶接金網 Ф6-150×150
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 刷毛引き t=150

溶接金網 Ф6-150×150砕石 (RC-40) t=100

1,4101,870

共通：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc=21、SL-18

目あらし処理 差筋ｱﾝｶｰ D10@200
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【凡例】【凡例】
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ｱｽﾌｧﾙﾄ敷(撤去)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150 刷毛引き仕上

砕石 (RC-40) t=100

：目あらし処理

：ｺﾝｸﾘｰﾄ平板 t=40撤去

　4周差筋ｱﾝｶｰ(金属系)D10-@200

：土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150　刷毛引き仕上、ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し面補修（面木共）

　溶接金網 Ф6-150×150、ﾀﾃﾖｺD10-@200、砕石 (RC-40) t=100

：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=80

：床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ﾓﾙﾀﾙ下地 t=30共

：床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ﾓﾙﾀﾙ下地 t=30共、 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=70

床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ﾓﾙﾀﾙ下地t=30

1,
26

0
1
,0

20

：床ﾀｲﾙ撤去　下地ﾓﾙﾀﾙ t=30共

：ｱｽﾌｧﾙﾄ敷撤去 砕石共 t=50

※段差部　ﾀﾃﾖｺD10-＠200を施すること

一部土間撤去ｔ65

1
00

：床ﾀｲﾙ撤去　下地ﾓﾙﾀﾙ t=30、ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t=90共

和風便器（撤去）

：和風便器撤去　周囲ﾓﾙﾀﾙ、ｶｯﾀｰ切り共

洋風便器（新設）

幅木ﾓﾙﾀﾙ塗り
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女子便所 男子便所

既設ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ（撤去）

女子便所 男子便所

建具キープラン

1

AD

1

TB

1

AG

1

70

１

1

70

１ アルミガラリ １
TB トイレブース

1

40 40

2

建具表

アルミ製片開き戸符号 名称

姿　図

塗装・仕上

硝子 見込

数量位置 女子便所

ｱﾙﾐｶﾗｰ

男子便所・女子便所

ﾗﾊﾞﾄﾘｰﾋﾝｼﾞ､頭ﾂﾅｷﾞ､脚金物、付属金物一式

男子便所

高圧ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

1,
90

0

935

1,175

1
,1

1
0

7
90

1
,9

00

1,250

建具キープラン・建具表

600

備　考

金　物

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ､表示付ｽﾗｲﾄﾞﾗｯﾁ（非常解錠付）

ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ､ﾊﾟﾈﾙ下部ｱﾙﾐｶﾊﾞｰ、SUS脚金物、付属金物一式

新設 新設 撤去 新設

開き戸用標準金物一式､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、表示錠（非常解錠付き）

7
90

20

ｱﾙﾐ頭つなぎ

ﾀｲﾙt=20

拡大図
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ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理(両面)

ｱﾙﾐ頭つなぎ（ｶﾊﾞｰ付）、戸当りｽﾄｯﾊﾟｰ、帽子掛け帽子掛け、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ､SUS沓摺

AD AG

型板強化ｶﾞﾗｽ t=4

男子便所－女子便所

改修前 改修後

拡大図

ﾊﾟﾈﾙ下部ｱﾙﾐｶﾊﾞｰ

明りとり100

6
00
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,
92
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(躯体開口)

(
躯

体
開

口
) (躯体開口)

(
躯

体
開

口
)

3
75

建具周囲ﾓﾙﾀﾙ仕上 建具周囲ﾓﾙﾀﾙ仕上



小便器（既設のまま）
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1/50

改修後

平面図（機械設備）

4/4

改修前

75（新設）

機器仕様（ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ） 数量

1既設 先端取付形（風量：88m /h）3

参考型番（ﾒｰｶｰ）

T-100（高須産業株式会社）

平面図（改修前）S=1/50

2
,4

70

4,170

男子便所

935 65 935

和風便器撤去、紙巻器撤去

女子便所

75（撤去）

4,170

2
,4

70

男子便所

935 65 935

小便器（既設のまま）

女子便所

平面図（改修後）S=1/50

参考型番
男子便所

洋風簡易水洗便器（壁給水）

女子便所

1

1

1

1

既設

新設

機器仕様（便所）
給排水衛生設備　工事要領

図示の衛生器具、給排水管、付属金具等を撤去新設する。・

洋風便器新設、紙巻器新設

※外壁の塗材に石綿が含有しているとみなすため、適正に処理及び処分を行うこと。

名称図示記号

凡例

給水管

仕様

硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VB) 屋外露出：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒+SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げ

保温仕様

水栓金具

硬質塩化ビニル管(VP)

☆ ｺｱ抜き

排水管 硬質塩化ビニル管(VP)

通気管

1新設 先端取付形（風量：100m /h）

LIXIL

TWC-3、TWT-3A、CF-37AT、CF-63HST、TF-1890EF、他付属品共

20 20 20 20
☆☆

※配管部は塗装を行うこと

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ（新設）ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ（撤去）

3

撤去跡補修（2箇所）

FY-12CEN3（パナソニック）、他付属品共、他同等品可

和風簡易水洗便器（壁給水）
・

・

貫通ボルト・化粧ナットで固定すること。

配管切り離し部分

現状維持部分 配管撤去新設部分

ブースに紙巻器を取り付ける際は裏板をあて、

紙巻器及び配管等の撤去あと穴は、穴埋め補修を行うこと。


